
 

 

 

 

 

 

 

外出自粛で，家族で過ごす時間が多くなりました。本来大切にしたい時間も，長すぎるとなぜか「ひずみ」

が生じることもあるようです。何気なく口から出てしまった言葉が，本来仲のいいはずの関係にちょっとした

ヒビをつくってしまうこともありますね。私もこれまで何回か失敗をした覚えがあります。 

さて，そんな失敗を少しでもなくすために，「ちょっと気をつけたい言葉」を紹介します。昨年度，市Ｐ連

の講演会で紹介したもので，参加者の方から「とても参考になった」とご好評をいただいた内容です。いずれ

も，教員や子どもに関わる仕事をしている方の研修などで時々聞かれる言葉です。ご参考になさってください。 

「Ｄ言葉」にご注意を 

Ｄ言葉とは，「だから」「だって」「でも」「どうせ」････など，Ｄで始まる言葉です。 

企業の社員教育やクレーム対応担当の研修などで用いられている言葉ですが，教育界でも時々用いられま

す。いずれもマイナスイメージの言葉で，大人でも子どもでも，こういう言葉を使っているときは，物事を前

向きに考えられない，取り組めない状況です。 

大人（親や教師）が子どもに，こういう言葉を使うのはご法度です。子どもにとっては，大人に否定されて

いる，期待されていないと思わせてしまいます。また，子どもがこういう言葉を使っているときは，「そんな

ことないよ」「応援するよ」と，自己肯定感，自己有用感を引き出すように関わっていくとよいでしょう。 

「Ｙｏｕメッセージ」より「Ｉメッセージ」で 

「おもちゃを出しっぱなしにしないで，しっかり片づけなさい」 

これは，Ｙｏｕ（ユー）メッセージ。主語が相手の言葉です。この言い方は，ダイ

レクトに命令をしているように伝わってしまいます。人はコントロールされること

が嫌いです。命令されると，反論したくなります。 

「だから，おまえはダメなんだ」 

これもｙｏｕメッセージ。Ｄ言葉も含まれているので，最も悪い言い方です。人は，頭から否定されると反

発し，さらに相手に対するリスペクトをなくしてしまいます。気をつけましょう。 

「おもちゃを片付けておいてくれると，お母さんはうれしいな」 

こういった表現が，Ｉ（アイ）メッセージ。この言い方だと，あくまで自分の

気持ちや感情を述べているに過ぎません。子どもを責めることもありません。子

どもにしてみれば，命令されているわけではないので，選択権が残されています。

でも，多くの子どもは，命令されたわけではないのに，片付けようという気が起

きます。子どもは本来，親（大人）に認められたい，喜ばせたいと思っているか

らです。 

 

 

 

  

  令和２年度 Vol.２      

生 徒 指 標 

１ 自 ら 学 ぶ 生 徒 
２ 心 豊 か な 生 徒 
３ た く ま し い 生 徒 
４ 視 野 の 広 い 生 徒 

宇都宮市立若松原中学校学校だより 

 
コロナに負けるな！ ちょっと気を付けたい言葉 

何気ない言葉が相手の心をえぐることがあります。 

コロナ対策で外出自粛が続き，ついキツい言い方をして相手との関係が悪くなったら，コ

ロナに負けたことになります。私たちの戦う相手はコロナです。家族や友達ではありませ

ん。私たち教師も，十分気を付けていきたいと思っています。 



 

年間行事等の予定変更について 

 本校の教育活動ならびに今般のコロナウィルス問題への対応につきまして，ご理解ご協力をいただき

心より感謝申し上げます。 

さて，学校臨時休業が再延長され学校再開の目途が立たない中，学校行事やＰＴＡ活動の予定を先延

ばししては，今後，子どもたちや保護者，地域の皆様，教職員その他関係者に混乱を生じさせることにつ

ながると考え，本年度内の行事等について，下記のように変更することといたしました。趣旨をご理解の

上，一層のご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

１ 趣旨 

 本校に関係する諸活動について，年間を通してバランスよく再編成し，生徒，保護者，教職員の

安定した学校生活，家庭生活および地域活動を確保すること。 

 ２ 変更の方向性（基本的考え方） 

   ・毎日の学校生活の回復を第一優先とする 

   ・生徒の健康・安全確保のため，感染症対策のとれない活動は取りやめる 

   ・生徒，保護者，教職員等への過重負担を避けるため，一時期に活動を集中させない 

 ３ 変更点 

① 国・県・市主催の事業 

・全国学力学習状況調査，とちぎっ子学習状況調査(4/17) →中止 

・冒険活動教室(5/12～14) →9/10(木)に日帰り実施 

・宮っ子チャレンジウイーク(11/16～) →中止 

② 中体連・中文連主催の事業（部活動の大会等に関すること） 

・春季大会(地区 5/1～，県 6/5～) →中止 

・夏の総体(8 月の関東・全国大会) →中止， (地区 7/10～，県 7/26～) →検討中 

   ・夏以降の運動部の新人戦，文化部のコンクール等 →検討中 

③ 学校主催の行事 

  ・体育祭(5/28) →10/31(土)に延期 

   ・修学旅行(6/16～18) →9/27～２９日に延期，東北地方で検討中 

   ・合唱コンクール →中止 

・文化祭(10/31) →3 年生を送る会と統合 

   ・授業参観，保護者会 →予定は一旦白紙とし，学校再開後に検討 

④ ＰＴＡ活動に関すること 

・ＰＴＡ総会(5/8) →書面決議で実施 

   ・各部の活動 →係分担による活動は休止し，必要に応じ全会員を対象に募集 

・市Ｐ連ソフトボール大会 →中止 （バレーボール大会は検討中） 

   ・雀宮地区９校ＰＴＡ関係 →すべての予定を一旦休止 

※昨年度末に計画されていた実力テストは，学校再開時のオリエンテーションの中で実施すること

とします。なお，今年度予定の健康診断，定期・実力テスト，生徒会活動等，校内で行われるもの

については，学校再開決定時に検討を行い，お子様を通じてお知らせします。 


